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平成22年度教育の質向上支媛プログラム(EEP)実績報告書

部局名 文学部

申請者(部局長) 柏木彰彦

1取組の名称 人 |文 |学|共|通|教|育 方 |法|の充 |実 |に |関 |す |る |研 |究 II 
(自'I題) 人文学科共通科目教科書の開発

2 取組実施担当者

ふ り 副主

氏 名
担当学府・学部・職名 現在の専門 役割分担

証五銭語 人文科学府長、文学部長、研究院長 地理学 代表者

益出縞鋪 人文科学府文学部教授、副研究院長 国語学 企画編集(総務)

t正h:越経訟 人文科学府文学部教授、副研究院長 芸術学 企画編集(総務)

援通鷲 人文科学府文学部・教損 中国哲学史 企画編集(哲学)

告蹟義主手 人文科学府文学部・講師 倫理学 企画編集(哲学)

道話議員il 人文科学府文学部・准教授 日本史学 企画編集(歴史学)

品ぜ五記泌 人文科学府文学部・准教綬 イスラム文明史学 企画編集(歴史学)

;j議Bd歪 人文科学府文学部・教授 独文学 企画編集(文学)

語家雀 人文科学府文学部・准教授 中国文学 企画編集(文学)

道援組f雄 人文科学府文学部・教捜 地理学 企画編集(人間科学)

首締結語 人間環境学府文学部・准教授 心理学 企画編聾(人間科学)

3 実施・評価・改善のための組織体制の活動状況

(取組計画書の「実施・評価・改善のための組織体 活動状況(全議等の開催目、検討内容等)

l!il Jを事五言Eの二と。)

人文学科共通科目は、カリキュラム霊員会および実 4月に、 高木彰彦文学部長を代表者とし、 2名の副
務者からなる人文学連絡会議によって企画運営が 研究院長および『人文学 1-IVJ担当責任者(人文
なされてきた(委員会組織再編により、本年度から

学連絡会議)を中心に11名の取組実施担当者を組
学務委員会と人文学連絡会識が行う)。その経緯を

ふまがえ本、プ院ロ長ジ・副研究院長主導のもと将来計画委員
織した。

会 ェウトを統括し、学務委員会および人 5月12日(水)、人文学連絡会議葦EEP新教科書編

文学連絡会識が実務を担当する。また、自己点検 集会議開催。
評価委員会が評価の観点から支援する。 議題1)新教科書の企画編纂スケジュールにつ

いて、 2)文学部FDの日程等について、 3)公開

講義の日程等について、 4)その他

6月16日(水)、文学部FD垂員会と連携して第1回F

Dを開催(於101講義室)。企画編集(総務}担当の

高山教授による公開講義を行った。昨年度誤作版

子キスト『人文学のα/日1 フィロロジーの射程』を

使用。学向教員にも呼びかけ、丸野理事をはじめと

(<!働局名文学脅， o取組名人文学共通教育方法の充実に関する研究 )(平成21年度嫁択・事後]
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するEEP関係者の出席を得た。学生を吉めた熱心

な質疑応答があり、人文学の共通教育に関する議

論を深める場となった。

6月23日(ホ人 人文学連絡会議兼EEP新教科書編

集会議開催。

議題1)新教科書の企画・編纂について、 2)文

学部FDの日程等について、 3)部局の第二期中

期目標・中期計画について、 4)その他

7月6日(火)、人文学連絡会議兼編集垂員会開催。

7月7日(水)、文学部教授会において次年度以降の

人文学]-lVの新たなコンセブト、人員配置等を議

論。

7月14日(水)、人文学連絡会議兼編集委 員会開

催。

議題人文学科共通科目「人文学」の新編成につ

いて

7月20日(火)、人文学連絡会議兼編集委 員会開

催。

7月21日(水)、第2回文学部FD開催(治文学部会議

室)。

報告1 r人士学科共通科目再編成のための

賀料集」について

担当者 静永進教授.岡野教慢、

飯崎准教授

報告2 2011.......2014年度人文学科共通科目

「人文学 I-IVJについて

担当者 高山教授(人文学連絡会議)

前年度に刊行した2冊の図書(W人文学のα/Q

1 フィロロジ の射程1，W人文学科共通科目再

編成のための責料集1)と資料を用い、平成23年

度に刊行する予定のテキストの企画に向けた意

見交換を行った。この結果、森平雅彦准教授を編

集責任者として平成23年度「人文学 ]J町テキス

ト『車アジア世界の交流と変容』の刊行に向けて

作業を開始することとなった。

8月6日(金)、人文学]W車アジア世界の交流と歪

容』執筆予定者全員による合同童謡開催。

9月1日(水)九州大学出版会関係者を招いて編集

会議。

11月8日(月)締切りで原稿依頼。

3月2目(水)、九州大学出版会担当者を交えた編集

会議開催。表紙レイアウトその他。

3月四日 (月)、『車アジア世界の交流と変容』完成、

納品。これは23年度後期開講の『人文学]Jで利用

する予定。

以ょの活動については自己点検・評価委員会に

おいて評価を行った。

<(i:働局名 文学飾 o取組名 人文学共通教育方法の充実に関する研究)(平成21年度鍔択・事後]

94 



4 取組に係る具体的な成果

(教員の意識向上等取組の波及効果等)

文学部では、平成12.......13年度文部科学省助成「文学部の学部共通教育に関する研究開発プロジヱヴ

ト』において人文字のコアカリキュラム開発を主導し、他大学と連携して、池田紘一・寺西祐一郎編『文字を

よむ』および池田紘一・ill方忠道編『ファン告ジーの世界』を九州大学出版会より出版した。

また、二れらの子キストの刊行と同時に、人文学のコアカリキュラム開発を実践すベ〈本文学部のカリキ

ユラム改革を読み、平成14年度より、既存の科目を再編して文学部コア科目を創設した。ζのうち、人文学

科共通科目を構成する新設科目が「人文学 1-IVJであり、上述の『文字をよむ』は二の科目のテキストと

して利用された。

本学の平成21.22年度教育の質向上支援プログラム(EEP)経費を利用した今回の取組『人文学共通教

育方法の充実に関する研究jは、このプロジェヲトで培われた精神を継承し、人文学白書績な学問領績に

対応するとともに、諸分野の最新の研史成果を学生に還元するために、教育方法に関する研究を行い、新

たなテキスト開発に着手するものであった。「人文学 1-IVJでは、 『文字をよむ』の精神を継承しつつ、今

年度までに綬業用の簡易子キストとして『近代日本の人文学n東アジアの交流虫n心と社会をはかるみ

る』の3冊をすでに刊行しているので、本取組では、これら4冊白内容を刷新し、より密度目濃い統合型子キ

ストの構築を目指した。

平成21年度は、柴田文学部長を代表者とする6人の取組担当者によりブロジヱヴトを実施した。まず、平

成21年度開講『人士学 1. n Jのテキストとして『文字をよむn近代日本の人文学』の改訂版を刊行した。次

いで、各教員に講義概要や配付資料の提供を依頼し、その結果を『人文学科共通科目再編成のための資

料集』として刊行するとともに、寄せられた講義概要や責料を踏まえて統合型テキストの試作版として『人文

学のα/日1 7ィロロジーの射程』を刊行した。同書は平成22年3月に行われたEEPの実績評価ヒアリン

ゲでも高い評価を得た。さらに、これらの刊行物を用いたFDを開催して、本ブロジェウトに対する文学部教

員の認識を深めるとともに、次年度における統合型テキスト刊行に向けたモチベーシヨンを高めた。

平成22年度l立、4月に文学部長に就任した高木教慢を代表者として、 2名の副研究院長および『人文学

1 -IVJ担当責任者から成る人文学連絡会識のメン1¥ーを加えた合計11名の取組実施担当者によってブ

ロジェヲトを継承・発展させた。まず、 5月に人文学連絡会識を開催して今年度以降の『人文学」の企画につ

いて意見交換した。次いでFD委員会と連携して、 6月に本年度第1回FDとして.高山教慢が『人文学のα
/ロ1 フィロロジ の射程』を用いて公開講義を行った。公開講義は学内の教員にも呼びかけて実施し、

丸野理事をはじめとするEEP関係者も出席され、概ね好評であった。さらに、前年度刊行したE冊の図書と

資料を用いて、 7月に第2回FDを実施し、平成23年度に刊行する予定のテキストの企画に向けた意見交換

を行った。この結果、平成23年度「人文学 1J由テキスト『車アジア世界の交流と変容』の刊行に向けて作

重を開始し、平成23年3月28日に刊行することができた。同事は平成23年度後期に開請される「人文学 1J 

のテキストとして利用される予定である。

以上、 2年聞かけた本取組において、これまで培ってきた人文学コアカリキュラム開発の取組を継承する

とともに発展させることができた。既存の『人文学 1-IVJにおける成果を踏まえ、 FDや公開授章を実施す

ることによって、各教員の人文学コアカリキュラム開発に対する認識を深めるとともにモチベーシヨンを高

め、新たな統合型テキストの刊行にこぎつけることができた。ともすれば、個別の専門分野に閉じこもりがち

な士学部の教員のなかに、 ζうしたディシプリン横断型の教育・研究成果を指向する雰囲気が醸成されたこ

とは、本文学部においてきわめて大きな意義を有する。次年度以降も引き続きEEPに申請し、「人文学E

-IVJで用いるテキストの刊行に向けた取組を継続したい。

<(i:働局名文学飾 o取組名人文学共通教育方法の充実に関する研究)(平成21年度鍔択・事後]
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